
「人生 100 年時代」を考える シリーズ（３） 

「平均寿命」と「平均余命」について     篠崎 辰夫 

2021 年７月に発表された日本人の平均寿命は、男性 81.64 歳、女性 87.74 歳。 

だんだんこの年齢に近づいてきた。このコロナ禍、残された人生の楽しみや自由

を奪われ、心細さとあせりを感じている今日この頃です。  

 平均寿命とは、これまで「亡くなった人の年齢の平均値」と思っていたが、正

しくはその年に生まれた 0 歳児が平均で何歳まで生きられるかを予測した年齢の

こと。つまりその年に生まれた赤ちゃんの寿命のことなので、我々には関係な

い。我々に関係のあるのは、平均寿命ではなく「平均余命」の方。 

平均余命とは「ある年齢の人が、その後何年生きられるかという期待値」のこ

と。平均余命は年齢によって異なり､n 才での平均余命は、n 歳以上で生存してい

る人口を n 才の生存人口で割って求める。平均余命を、これからのライフプラン

の参考にしたい。厚生労働省から簡易生命表で毎年公表されています。 

 ＜2021 年７月発表の厚生労働省簡易生命表による年代別平均余命表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上表によると、今 75 歳の人の平均余命はおよそ 13 年、80 歳の人はおよそ 10

年。あくまでも「平均値」でしかないので、個人差が大きいと思うが、高齢にな
ればなるほど平均寿命を超えて長生きし、平均余命も延びてくる。長生きの基準
は、平均寿命ではなく平均余命を超えたかどうかということになる。 
人生 100 年も夢ではない。 

次回、「健康寿命」について考えてみたいと思います。 （2021/09/20） 

  


